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晴れ着で記念撮影に収まる新成人たち（行方市民会館）

旧交を温め、記念写真を撮影する新成人たち進行を担当した土子俊郎さん（右）と大川美歌さん

合
併
後
、
初
め
て
の
行
方
市
成
人

式
が
１
月
８
日
、
行
方
市
文
化
会
館

に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
め
で
た
く
大
人
の
仲
間
入
り

を
し
た
行
方
市
の
新
成
人
は
６
０
３

人
（
男
２
８
７
人
・
女
３
１
６
人
）

の
う
ち
、
４
６
７
人
が
出
席
し
て
、

晴
れ
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。
会
場

で
は
華
や
か
な
晴
れ
着
姿
や
ス
ー
ツ

姿
に
身
を
包
ん
だ
新
成
人
ら
が
、
楽

し
そ
う
に
談
笑
す
る
姿
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

市
誕
生
後
初
め
て
の
成
人
式
は
、

新
成
人
が
中
心
と
な
っ
た
実
行
委
員

会
が
昨
年
10
月
か
ら
毎
月
一
回
集
ま

り
、
受
付
か
ら
、
ス
ラ
イ
ド
上
映
、

進
行
な
ど
企
画
・
運
営
を
担
い
ま
し

た
。式

典
で
坂
本
市
長
は
「
責
任
あ
る

社
会
人
と
し
て
の
自
覚
と
誇
り
を
持

っ
て
、
活
力
の
あ
る
心
豊
か
な
郷
土

行
方
市
の
創
造
や
、
平
和
な
国
際
社

会
実
現
の
た
め
に
一
層
、
知
性
を
磨

き
、
身
体
を
鍛
錬
し
、
そ
の
原
動
力

と
し
て
、
限
り
な
く
成
長
さ
れ
ま
す

よ
う
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。
」
と

激
励
。

新
成
人
を
代
表
し
て
原
貴
文
実
行

委
員
長
が
「
両
親
を
始
め
、
こ
れ
ま

で
支
え
て
下
さ
っ
た
多
く
の
方
々
に

心
よ
り
感
謝
し
、
少
し
で
も
早
く
大

人
の
社
会
に
慣
れ
、
自
覚
を
持
ち
、

一
人
前
の
大
人
に
近
づ
け
る
よ
う
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
二
十
歳

の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

式
典
終
了
後
、
新
成
人
は
坂
本
市

長
ら
も
交
え
て
記
念
撮
影
し
、
久
し

ぶ
り
に
再
会
し
た
旧
友
た
ち
と
歓
談

し
ま
し
た
。

大人への誓い新たに 

合
併
後
初
の
行
方
市
成
人
式 
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企画・運営を担った実行委員会のメンバー

新成人の皆さんへ中学校時代

の恩師から、お祝いのメッセ

ージを頂きました

実
行
委
員
長

原
　
　
貴
文
　
　
北
浦
地
区

副
委
員
長

内
山
　
和
樹
　
　
麻
生
地
区

副
委
員
長

山
本
　
　
愛
　
　
玉
造
地
区

委
　
　
　
員

石
神
　
麻
子
　
　
麻
生
地
区

〃
　
　
　
土
子
　
俊
郎
　
　
　
〃

〃
　
　
　
大
川
　
美
歌
　
　
　
〃

〃
　
　
　
土
子
由
香
理
　
　
　
〃

〃
　
　
　
宮
本
　
麻
世
　
　
北
浦
地
区

〃
　
　
　
池
田
　
恵
美
　
　
　
〃

〃
　
　
　
小
林
奈
保
美
　
　
　
〃

〃
　
　
　
真
家
　
拓
也
　
　
　
〃

〃
　
　
　
横
瀬
　
勇
二
　
　
　
〃

〃
　
　
　
柳
瀬
　
祐
子
　
　
　
〃

〃
　
　
　
鈴
木
　
正
行
　
　
　
〃

〃
　
　
　
千
ヶ
�
義
人
　
　
　
〃

〃
　
　
　
大
里
　
文
子
　
　
　
〃

〃
　
　
　
原
　
沙
奈
江
　
　
　
〃

〃
　
　
　
松
本
　
泰
博
　
　
　
〃

〃
　
　
　
松
金
　
豊
治
　
　
玉
造
地
区

〃
　
　
　
沼
田
麻
衣
子
　
　
　
〃

〃
　
　
　
千
ヶ
崎
裕
哉
　
　
　
〃

〃
　
　
　
伊
藤
　
　
学
　
　
　
〃
　

〃
　
　
　
平
川
　
元
気
　
　
　
〃

成
人
式
実
行
委
員
会

原
はら

貴
たか

文
ふみ

さん

行方市山田

成人を迎えて思うことは、

もう子供ではない、大人とし

ての自覚を持たなければいけ

ないということです。

これからは、その自覚をも

ち、世間から尊敬されるよう

な大人になれるように日々頑

張りたいと思います。

山本
やまもと

愛
まなみ

さん

行方市手賀

一つの節目、そしてスター

ト地点。二十代は人生の交差

点であり、また人生を左右す

る大きな分かれ道です。

これまで支えて下さった

方々に改めて感謝し、充実した

明るい未来に向かって一歩ず

つ歩んでいこうと思います。

内山
うちやま

和
かず

樹
き

さん

行方市青沼

私は、周りの笑顔を大切に

したいです。なぜなら笑顔は

心にゆとりと幸せを与えてく

れると実感しているからです。

今後は、成人として色々な

責任がありますが、日々自覚

を持ち行動して行きたいと思

います。

20歳になっての抱負 20歳になっての抱負 20歳になっての抱負 
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行
方
市
発
足
後
、
初
め
て
の
三
消

防
団
合
同
の
消
防
団
出
初
め
式
が
１

月
７
日
、
麻
生
運
動
広
場
で
開
か
れ

ま
し
た
。

麻
生
消
防
団
（
松
兼
幸
蔵
団
長
）

実
員
４
９
４
人
、
北
浦
消
防
団
（
有

馬
七
郎
団
長
）
実
員
３
９
５
人
、
玉

造
消
防
団
（
鈴
木
喜
昭
団
長
）
実
員

５
５
７
人
、
総
員
１
４
４
６
人
が
集

結
し
、
服
装
点
検
な
ど
を
行
い
、
防

災
へ
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

式
で
は
、
坂
本
市
長
が
「
大
き
な

災
害
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
が
、
常

に
気
持
ち
を
引
き
締
め
、
最
善
を
尽

く
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
不

屈
の
消
防
精
神
の
も
と
、
常
に
万
全

の
消
防
体
制
を
築
い
て
も
ら
い
た

い
」
な
ど
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

こ
の
後
、
消
防
自
動
車
31
台
は
市

内
を
パ
レ
ー
ド
。
富
田
地
区
の
堤
防

に
一
列
に
並
ぶ
と
、
合
図
と
と
も
に

対
岸
に
向
か
っ
て
一
斉
に
放
た
れ
、

湖
上
に
美
し
い
ア
ー
チ
が
描
か
れ
ま

し
た
。

霞ヶ浦への一斉放水

功労者への表彰が行われました

第
84
回
全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
選
手

権
大
会
に
お
い
て
、
二
年
連
続
県
代

表
と
し
て
出
場
し
た
鹿
島
学
園
高
校

は
、
昨
年
の
大
会
で
、
強
豪
国
見
高

校
に
０
―
５
で
大
敗
し
た
苦
い
経
験

を
生
か
し
、
県
勢
と
し
て
は
21
大
会

ぶ
り
の
ベ
ス
ト
８
の
好
成
績
を
残
し

ま
し
た
。
今
一
歩
で
国
立
の
夢
は
果

た
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
多
く
の
フ

ァ
ン
に
感
動
を
与
え
て
く
れ
た
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
鹿
島
学
園
チ
ー
ム
の
一
員
と

し
て
、
本
市
か
ら
も
椎
名
選
手
と
真

家
選
手
が
出
場
し
、
ベ
ス
ト
８
進
出

に
貢
献
し
ま
し
た
。

椎
名
拓
也
選
手
（
北
浦
中
出
身
）

は
、チ
ー
ム
の
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
、

監
督
の
絶
大
な
信
頼
を
受
け
て
、
チ

ー
ム
を
ま
と
め
た
「
が
ん
ば
り
屋
」。

ま
た
、
真
家
巧
選
手
（
玉
造
中
出

身
）
は
、
チ
ー
ム
の
攻
撃
陣
で
佐
々

木
竜
太
選
手
と
組
む
ツ
ー
ト
ッ
プ
は

破
壊
力
抜
群
で
、
県
大
会
で
も
多
く

の
得
点
を
た
た
き
出
し
、
チ
ー
ム
の

勝
利
に
貢
献
し
ま
し
た
。

ベスト８を決めた直後の椎名選手（左）と真家選手（右）

浦和東を２対１で破る

防
災
へ
の
誓
い
新
た
に

全
国
高
校
サ
ッ
カ
ー
で
地
元
選
手
活
躍
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行
方
市
の
新
春
賀
詞
交
歓
会
が
１
月
15
日
、
北
浦

体
育
館
で
開
か
れ
、
行
方
地
区
の
三
商
工
会
や
行
政

関
係
者
な
ど
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
る
方
々
、
約
２
５

０
人
が
出
席
し
、
市
の
発
展
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

坂
本
市
長
は
、「
住
民
と
の
対
話
を
堅
持
、
融
和

を
図
り
、
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

ま
た
、
県
か
ら
迎
え
た
根
本
博
文
副
市
長
と
手
を
携

え
て
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
新
市
発
展
の
た
め
努
力

し
て
い
く
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

鏡
開
き
と
乾
杯
の
後
、
参
加
者
ら
が
新
年
の
あ
い

さ
つ
を
交
し
合
い
ま
し
た
。

○
窓
　
口

麻
生
・
北
浦
・
玉
造
庁
舎
の
市
民
課
（
室
）

○
業
務
内
容

住
民
票
証
明
書
の
交
付
、
印
鑑
証
明

書
の
交
付
、
戸
籍
謄
本
（
抄
）
の
交
付
に
限
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
時
　
間

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分

※
な
お
、
毎
週
水
曜
日
の
午
後
７
時
ま
で
の
窓
口
延

長
サ
ー
ビ
ス
は
廃
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
問
合
せ

市
民
課
（
玉
造
庁
舎
）

電
話
０
２
９
９
―

５
５
―

０
１
１
１

市
民
室
（
麻
生
庁
舎
）

電
話
０
２
９
９
―

７
２
―

０
８
１
１

市
民
室
（
北
浦
庁
舎
）

電
話
０
２
９
９
―

３
５
―

２
１
１
１

係
長
以
上
の
職
員
を
紹
介
し
ま
す
。（

）
は
旧
職
名

総
務
部
長
　
栗
又
正
美
（
市
民
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所

長
）
・
市
民
福
祉
部
長
兼
福
祉
事
務
所
長
　
矢
口
幹
男

（
総
務
部
長
）
・
総
務
部
北
浦
税
務
室
税
務
係
長
　
大
内
由

美
子
（
総
務
部
北
浦
税
務
室
税
務
係
長
【
整
理
担
当
】）
・

市
民
福
祉
部
社
会
福
祉
課
主
査
兼
障
害
福
祉
係
長
　
高
橋

千
枝
子
（
市
民
福
祉
部
北
浦
市
民
室
主
査
兼
年
金
係

長
）
・
市
民
福
祉
部
北
浦
市
民
室
保
険
年
金
係
長
【
年
金
】

宮
内
智
子
（
総
務
部
北
浦
税
務
室
税
務
係
長
【
管
理
担

当
】
）
・
市
民
福
祉
部
北
浦
市
民
室
保
険
年
金
係
長
【
保

険
】
・
男
庭
常
一
（
市
民
福
祉
部
北
浦
市
民
室
保
険
係

長
）
・
建
設
部
都
市
計
画
課
開
発
振
興
係
長
【
複
合
団

地
】
・
近
藤
芳
子
（
市
民
福
祉
部
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉

係
長
）
・
建
設
部
都
市
計
画
課
開
発
振
興
係
長
【
地
域
振

興
】
高
崎
克
彦
（
建
設
部
都
市
計
画
課
開
発
振
興
係
長
）

昨
年
12
月
26
日
に
開
か
れ
た
行
方
市
議
会
臨
時
会
に
お

い
て
、
合
併
以
来
空
席
だ
っ
た
助
役
に
県
職
員
の
根
本
博

文
氏
（
48
歳
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
助
役
の
役

割
及
び
職
務
内
容
を
市
民
に
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、

呼
称
を
「
副
市
長
」
と
い
た
し
ま
す
。

市の発展を祈願して鏡開きが行われました

新
春
を
祝
う
賀
詞
交
歓
会

助
役
に
根
本
氏

根本氏は、平成16

年4月から総務部

市町村課広域行政

推進室の室長補佐

（総括）を務めま

した。

市
職
員
の
異
動
（
１
月
１
日
付
）
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降園後保育・放課後児童クラブ事業とは、就労や介護などで降園後や放課後に保育が困難な状況

にある家庭の園児及び児童を対象に、保護者に代わって子どもの保育をする事業です。

○対象者

市内幼稚園・小学校に通園・通学する年長児（５歳児）と１～6年生のうち、保護者又はそれに代わ

る方が全員就労しており、常時留守となる家庭や介護、病気などで子どもを見るのが困難な家庭など。

また、保護者が病気や事故等で緊急を要するときにも利用することができます。但し、次の方は利用で

きません。

＊降園後・放課後に自宅で子どもを保育できる家庭。

＊幼稚園までの送迎が困難なための利用。

（例）祖父母がいて子どもを見ることはできるが、降園時の迎えが困難で就労している父母が迎えに来

るまで預かる。

○開催場所（平成17年度現在の状況）

玉川幼稚園・手賀幼稚園・現原幼稚園・玉造幼稚園・旧羽生幼稚園

玉造公民館及び柄貝公民館（玉造公民館が休館日に利用）・麻生小学校

○開催時間

幼稚園・小学校のある日・・・・・降園後・放課後～18：00

土曜日・長期休業中や振替休業日のときの１日保育時・・・・・８：00～18：00

○休業日

日曜日・祝日・お盆休み（8月12日～16日）・年末年始（12月28日～1月4日）

その他、開催場所の都合がつかないとき

○利用料金

通年利用（月額3,000円・8月のみ5,000円）・臨時利用（日額300円・8月のみ500円）

保護者会費（年額1,000円）

○申込み方法

玉造庁舎社会福祉課児童福祉係及び麻生庁舎・北浦庁舎福祉室窓口で申込み用紙を受け取り、必要事

項を記入の上、各窓口に提出して下さい。その後記入内容について審査し、結果を通知いたします。

○申込み期間

2月8日（水）～2月28日（火）8：30～17：15（土日祝日は除きます）

但し、玉造庁舎については毎週水曜日の受付時間が８：30～20：00になります。

申込み・問合せ先

玉造庁舎　児童福祉係　０２９９－５５－０１１１（内線１１８）

麻生庁舎　福祉室　　　０２９９－７２－０８１１（内線１２２）

北浦庁舎　福祉室　　　０２９１－３５－２１１１（内線２２５）

子育て支援センター　　０２９９－５５－０１３０（時間外の対応有り）

平成18年度　降園後保育・放課後児童クラブの募集 平成18年度　降園後保育・放課後児童クラブの募集 平成18年度　降園後保育・放課後児童クラブの募集 
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行方市では、次の土地を申込により売却します。

１　売却物件
物件番号２

所在：行方市麻生字勘着２５２５番２

地目：宅地　　公簿面積：２６２.３５㎡

参考価格：２,０５９,０００円

＊参考価格とは、買受価格を見積もるときの目

安となる価格です。（予定価格とは異なります）

２　申し込みができない者
次のいずれかに該当する者は、この申込がで

きません。

(1) 契約を締結する能力を有しない者及び破

産者で復権を得ない者

(2) 次のいずれかに該当する者で、その事実

があった後２年を経過しない者及びその者

を代理人、支配人その他使用人又は入札代

理人として使用する者

①行方市との契約の履行に当たり、故意に工

事若しくは製造を粗雑にし、又は物件の品

質若しくは数量に関して不正の行為をした

者

②競争入札又はせり売りにおいて、その公正

な執行を妨げた者又は公正な価格の成立を

害し、若しくは不正の利得を得るために連

合した者

③行方市との契約を締結すること又は契約者

が契約を履行することを妨げた者

④地方自治法第234条の２第１項の規定によ

り、行方市が実施する監督又は検査に当た

り職員の職務の執行を妨げた者

⑤正当な理由がなくて行方市との契約を履行

しなかった者

(3) 公有財産に関する事務に従事する行方市

の職員

３　案内書及び契約条項を示す場所
行方市麻生1561番地9

行方市麻生庁舎総務課(新庁舎２階)

行方市山田2564番地10

行方市北浦庁舎総務室(庁舎１階)

行方市玉造甲404番地

行方市玉造庁舎総務室(庁舎１階)

４　申込
(1) 申込期間：平成18年２月15日～

平成18年３月15日

（土・日及び祝日を除く）

午前9時～午後5時まで

(2) 申 込 先：行方市 麻生庁舎総務課

(3) 申込方法：普通財産売却申込書に必要事

項記入押印のうえ、持参又は郵送で申込先

へ申し込みます。（３月１５日必着）

(4) 提出書類の作成に要する費用は、申込者

の負担とし、書類は返却を行わず、他の用

途には使用しません。

５　売買条件
(1) 物件の引き渡しは、現状のままで行いま

す。立木伐採、工作物等の補修・撤去など

は行いません。

(2) 現地説明は行いませんので申込者は、事

前に物件を確認して下さい。

(3) 売買物件の活用に当たっては、法令等の

規制を必ず遵守しなければなりません。

(4) 買受者は契約締結の日から５年間は、風

俗営業等の規制及び業務の適正化等に関す

る法律第２条第１項に規定する風俗営業、

同条第５項に規定する性風俗特殊営業その

他これらに類する業の用途及び住民に著し

く不安を与える施設の用途に使用してはな

りません。

６　買受者の決定方法
買受者は、行方市があらかじめ決めた予定価

格以上で申込をし、売買条件をクリアできる方

のうち一番高い価格で申込のあった方とします。

なお、買受者には別途通知でお知らせします。

７　契約に要する費用等
(1) 土地売買契約に貼付する収入印紙

(2) 所有権移転登記に必要な登録免許税

(3) 契約の締結及び履行に必要な費用は、買受

者の負担となります。

８　契約書の締結及び売買代金の支払方法
買受者は、市の示す契約条項により土地売買

契約書を締結します。

売買代金は市が発行する納入通知書により一

括して指定する日までに行方市指定金融機関に

納入していただきます。

お問い合わせ先
行方市麻生庁舎総務課 管財係
電話 0299－72－0811（内線216）

市有地売却のお知らせ 市有地売却のお知らせ 
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○日時　２月26日（日）

午後１時30分から

○場所　行方市玉造公民館大ホール

○講師　松原　英多

（医学博士・日本東洋医学会専門医）

○演題　

「知っているようで知らない健康の常識」

現在日本テレビ「おもいッきりテレビ」

でレギュラー出演中。お茶の間でもおなじ

みの先生から、知っているようで意外と知

らない健康常識や腰痛、不眠など身近な問

題がテーマです。

この講演会は（財）防衛施設周辺整備協会

の後援を受け実施します。

○問合せ先
行方市玉造庁舎
社会福祉課　社会福祉係
電話　0299－55－0111

私たち更生保護女性会は、次代を担う青

少年の健全な育成に努めるとともに、過ち

に陥った人たちの立ち直りを支援するボラ

ンティア団体です。

私たちは「社会を明るくする運動」「子

育て支援活動」「薬物乱用防止」「矯正施設

への支援活動」などに取り組み、明るい社

会づくりを目指しています。

社会を明るくする運動期間中に皆様から

寄せられました温かい浄財（愛の募金）は、

県内の次の施設へ寄贈しております。水戸

少年鑑別所、茨城農芸学院、水府学院、有

光苑、水戸少年刑務所等に支援金としてお

役に立たせていただいております。

愛の募金総額　７５万１,７００円です。

たくさんの募金ありがとうございました。

行方市更正保護女性会

麻生支部長　瀬尾清子

北浦支部長　高柳黎子

玉造支部長　荒井節子

福祉講演会が開催されます

「愛の募金」のお礼

農業委員会委員選挙人名簿

への登載確認ができます
農業委員会委員選挙人名簿への登載につ
いては、農業委員会等に関する法律施行令
第３条の規定に基づいて農業委員会経由で
申請していただいています。
選挙管理委員会においては、その選挙資
格を調査して名簿の作成をしていますが、
この名簿に登載されていなければ選挙権の
行使ができません。
下記によって農業委員会委員選挙人名簿
の縦覧ができますので、名簿への登録漏れ
および誤った登録がある場合は、縦覧期間
中に限って異議を申し出ることができま
す。期間を過ぎると受け付けられません。
期間　２月23日（木）から３月９日（木）
場所　行方市選挙管理委員会

（行方市役所麻生庁舎　総務課内）
※異議については、選挙人本人（世帯員は
代表者で可）による文書での申し出が必要
となります。
○お問い合わせ
行方市選挙管理委員会
(行方市麻生庁舎 総務課内)
電話　0299－72－0811

○基準　造林面積５アール以上　
５アール当たり最低75本以上植栽する

こと
○申込手続き
造林地【字・番地・面積・地目（山林）】
などが分かるもの、印鑑を持参のうえお申
し込み下さい。申込用紙は農林水産課(室)
窓口に用意してあります。
○申込期限　３月15日（水）
○その他
造林用苗木の斡旋も受け付ています。種
類については、杉・ひのき・松・ナラ・く
ぬぎ等です
○お問い合わせ　
行方市北浦庁舎農林水産課
電話　0291－35－2111
玉造庁舎農林水産室
電話　0299－55－0111
麻生庁舎農林水産室
電話　0299－72－0811

平成18年度　造林事業者に

補助金が交付されます
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霞ヶ浦ふれあいランドでは様々な楽しい

イベントを行っています。

皆さんのお越しをお待ちしています。

○２月１日(水)～3月31日(金)

『なつかしい霞ヶ浦の魚たち』展

・明治17年から現在までの6種類の魚類

リスト

・汽水魚のカワガレイ等20種の標本展示

・タナゴ類、日本ナマズ等の水槽展示

※霞ヶ浦の魚類の移り変わりを楽しく科学

します。

○２月５日(日) 押し花体験会

○２月12日(日) ペーパークラフト

○２月19日(日) ペーパークラフト

○２月26日(日) 押し花体験会

入 館 料　大人６００円、子供３００円

開館時間　午前９時30分から午後４時30分

そのほかのイベント情報

○虹の塔ギャラリーにおいて展示会を開催

します

俳句・俚謡展

日程　２月16日(木)まで

絵手紙展

日程　２月18日（土）から３月21日（火）

入場料　無料

○お問い合わせ　霞ヶ浦ふれあいランド
電話　0299－55－3927

麻生県税事務所では、

庁舎玄関ホールにおいて、

子供たちの絵画等を中心

とした作品の展示を実施

いたします。

期　　間　２月９日（木）から３月10日（金）

作　　品　行方市立各幼稚園児制作の絵画

場　　所　茨城県麻生合同庁舎玄関ホール

所 在 地　行方市麻生１７００－６

電　　話　０２９９－７２－０７７１　

霞ヶ浦ふれあいランド

イベント情報

ちびっこ絵画展のお知らせ

火災発生時および鎮火時には、消防団の

出動要請を兼ねて防災広報無線でお知らせ

しています。

防災広報無線は、あらかじめ録音された

音声(女性の声)を合成装置により自動的に

鹿行広域消防本部から放送しています。

○火災発生時
「(サイレン音)こちらは、防災行方○○

です。ただいま○○地区○○付近で○○

火災が発生しました。」

地区名は、旧麻生、北浦、玉造町の大

字で分類しています。

○鎮火の時
「(チャイム音)こ

ちらは、防災行

方○○です。さ

きほど○○地区

で発生した○○

火災は鎮火しま

した。」

○火災の種類
・建物火災　建物または建物内の収容物

が燃えている場合

・林野火災　森林または原野が燃えてい

る場合

・車両火災　自動車または自動車の積載

物が燃えている場合

・その他の火災　空き地、田畑、道路、

河川敷で枯れ草やごみ

が燃えている場合

なお火災の発生場所を分かりやすくする

ため、付近の目標物として商店、工場、集

会場等の名称を同時に放送します。また火

災時の放送は一斉放送ですので聞き取りに

くい地域もあると思われますが、迅速性を

優先していますので皆さんのご理解とご協

力をお願いします。

○火災のお問い合わせについては、音声ガ
イド案内を行っています。
電話　0291－32－2119

防災広報無線による

火災時の放送内容について
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２
月
27
日（
月
）

水
戸
地
方
法
務
局
鉾
田
出
張
所
が

鹿
嶋
支
局
に
統
合
・
廃
止
さ
れ
ま
す
。

こ
の
統
合
廃
止
に
伴
い
、
鉾
田
市
お

よ
び
行
方
市（
旧
玉
造
町
）の
不
動
産
に

関
す
る
登
記
申
請
、
鉾
田
市
に
本
店
・

主
た
る
事
務
所
を
有
す
る
会
社
・
法
人

に
関
す
る
登
記
申
請
は
、
鹿
嶋
支
局
に

お
い
て
取
り
扱
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

水
戸
地
方
法
務
局
鹿
嶋
支
局

�
０
２
９
９
―
８
３
―
６
０
０
０

鹿
行
地
方
の
民
話
フ
オ
ー
ラ
ム

開
催
の
お
知
ら
せ

日
時

２
月
18
日
（
土
）
午
後
12
時
か

ら
午
後
４
時
15
分

場
所

レ
イ
ク
エ
コ
ー
（
行
方
市
宇
崎

１
３
８
９)

内
容

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
民
話
の
発

表
、
語
り
部
に
よ
る
民
話
の
語
り
等

そ
の
他

参
加
費
無
料

茨
城
県
鹿
行
地
方
総
合
事
務
所
県

民
生
活
課

�
０
２
９
１
―
３
３
―
４
１
１
１

ご
存
じ
で
す
か
？
検
察
審
査
会

交
通
事
故
、
詐
欺
、
脅
し
な
ど
の
犯

罪
の
被
害
に
あ
っ
た
が
、
検
察
官
が
そ

の
事
件
を
起
訴
し
て
く
れ
な
い
の
は
ど

う
し
て
も
納
得
で
き
な
い
、
も
う
一
度

審
査
で
き
な
い
も
の
か
。
そ
の
様
な
不

満
を
お
持
ち
の
方
は
検
察
審
査
会
に
ご

相
談
下
さ
い
。

ご
相
談
に
関
す
る
費
用
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

土
浦
検
察
審
査
会
事
務
局
（
水
戸

地
方
裁
判
所
土
浦
支
部
内)

�
０
２
９
―
８
２
１
―
４
３
５
９

茨
城
県
産
業
別

最
低
賃
金
の
改
定
に
つ
い
て

茨
城
県
最
低
賃
金
　
　
　
　
６
５
１
円

産
業
別
最
低
賃
金
（
平
成
17
年
12
月
31

日
か
ら)

鉄
鋼
業
　
　
　
　
　
　
　
　
７
５
２
円

一
般
機
械
器
具
製
造
業
　
　
７
４
２
円

精
密
機
械
器
具
製
造
業
　
　
７
３
９
円

各
種
商
品
小
売
業
　
　
　
　
７
１
４
円

茨
城
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

�
０
２
９
―
２
２
４
―
６
２
１
６

「
貸
し
ま
す
詐
欺
」に
ご
注
意
下
さ
い

最
近
大
手
金
融
機
関
な
ど
装
っ
て
、

「
お
金
を
貸
し
ま
す
」
と
い
っ
た
内
容

の
偽
者
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
や
携
帯
メ

ー
ル
等
を
送
り
つ
け
て
、
保
証
金
や
保

険
金
名
目
で
お
金
を
騙
し
取
る
新
手
の

手
口
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
詐
欺
行
為
を
「
貸
し
ま

す
詐
欺
」
と
い
い
ま
す
。

被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
十
分
ご
注
意

下
さ
い
。

に
せ
税
理
士
に
ご
注
意
を

確
定
申
告
の
時
期
に
な
り
ま
す
と
、

税
金
の
申
告
手
続
き
な
ど
を
税
理
士
に

依
頼
す
る
方
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、

そ
の
際
に
は
法
律
に
よ
り
税
理
士
業
務

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
方
に
依
頼
し
て

下
さ
い
。

潮
来
税
務
署

�
０
２
９
９
―
６
６
―
６
９
３
１

２
月
は
、省
エ
ネ
ル
ギ
ー
月
間
で
す

省
エ
ネ
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

便
利
で

つ
い
つ
い
使
っ
て
し
ま
う
電
気
で
す
が
、

皆
さ
ん
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
切
に
使
っ

て
い
た
だ
く
よ
う
次
の
３
つ
の「
省
エ
ネ

ポ
イ
ン
ト
」を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

①
設
定
温
度
は
ひ
か
え
め
に

冬
の
室

温
の
設
定
は
20
℃
を
目
安
に
、
冷
蔵
庫

内
の
温
度
設
定
は
弱
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
ス
イ
ッ
チ
は
Ｏ
Ｆ
Ｆ

見
て
い
な
い

テ
レ
ビ
や
不
要
な
照
明
は
、
こ
ま
め
に

切
り
ま
し
ょ
う
。

③
待
機
電
力
の
カ
ッ
ト

就
寝
や
外
出

す
る
時
は
、
常
時
通
電
が
不
要
な
電
気

製
品
は
、
こ
ま
め
に
プ
ラ
グ
を
コ
ン
セ

ン
ト
か
ら
抜
き
ま
し
ょ
う
。

財
団
法
人
関
東
電
気
保
安
協
会

オ
ス
ト
ミ
ー
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ

人
工
肛
門
・
人
工
膀
胱
保
有
者
の
た

め
の
オ
ス
ト
ミ
ー
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。

日
時

２
月
26
日（
日
）
午
前
10
時
か
ら

場
所

水
戸
市
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会

館
（
水
戸
市
赤
塚
１
―

１
）

参
加
費

１,
０
０
０
円

社
団
法
人
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会

茨
城
県
支
部
事
務
局

�
０
２
９
３
―
２
２
―
５
２
４
２

IN
FOR
MATION

お
知
ら
せ

問

問問

問問

問
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か
ら
３
月
28
日（
火
）
編
・
転
入
学

２

月
17
日（
金
）か
ら
２
月
24
日（
金
）

県
立
水
戸
南
高
等
学
校

�
０
２
９
―
２
４
７
―
４
２
８
４

平
成
18
年
度
　
土
浦
産
業
技
術
専
門

学
院
学
院
生
募
集
の
お
知
ら
せ

募
集
訓
練
科
お
よ
び
定
員

機
械
技
術

科
３
名
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
科
11
名

応
募
資
格

高
卒
者
（
卒
業
見
込
み
を

含
む)

受
付
期
間

２
月
17
日（
金
）ま
で

試
験
日

２
月
22
日（
水
）

土
浦
産
業
技
術
専
門
学
院
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新
築
県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

桜
の
郷
ア
パ
ー
ト
３
号
棟
（
茨
城
町
桜

の
郷
３
１
０
４
―
１
４
）
16
戸

①
募
集
期
間
　
２
月
１
日
か
ら
２
月

28
日

②
現
地
見
学
会
　
２
月
６
日
・
19
日

（
午
前
11
時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
）

③
入
居
開
始
日
　
４
月
１
日

（
財
）
茨
城
住
宅
管
理
協
会
　
水

戸
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

�
０
２
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３
３
５
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役
所
玉
造
庁
舎
隣
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絡
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務
課
文

書
法
制
係

�
０
２
９
９
―
７
２
―
０
８
１
１

（
内
線
２
１
３
）

げ
ん
で
ん
ふ
れ
あ
い

女
性
文
化
講
演
会
開
催
の
お
知
ら
せ

日
時

２
月
26
日
（
日
）
午
後
１
時
30

分
か
ら

場
所

レ
イ
ク
エ
コ
ー（
行
方
市
宇
崎
）

テ
ー
マ

「
ひ
と
り
ひ
と
り
が
主
役
の

時
代
に
」

講
師

大
宅
　
映
子
（
評
論
家
）

そ
の
他

参
加
費
無
料

レ
イ
ク
エ
コ
ー
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公
開
講
座
開
催
の
お
知
ら
せ

日
時

２
月
14
日
（
火
）
午
後
６
時
30

分
か
ら

場
所

佐
原
市
中
央
公
民
館

テ
ー
マ

「
ア
レ
ル
ギ
ー
の
話
」、「
感

染
の
話
」

そ
の
他

参
加
費
無
料

千
葉
県
立
佐
原
病
院
総
務
班

�
０
４
７
８
―
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―
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２
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１

航
空
科
学
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

航
空
ア
ー
ト
展
　
航
空
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ

ポ
ス
タ
ー
　
エ
ー
ル
フ
ラ
ン
ス
編

航
空
会
社
「
エ
ー
ル
フ
ラ
ン
ス
」
に

関
連
す
る
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
い
た
し
ま

す
。
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
空
の
旅
、
歴

代
ポ
ス
タ
ー
に
空
へ
の
思
い
を
は
せ
て

み
ま
せ
ん
か

日
程

２
月
１
日
（
水
）
か
ら
３
月
26

日（
日
）航空

科
学
博
物
館

�
０
４
７
９
―
７
８
―
０
５
５
７

玉
造
地
区
の
皆
さ
ん
へ

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会

開
催
の
お
知
ら
せ

本
市
で
は
弁
護
士
を
配
し
、
市
民
向

け
の
法
律
相
談
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
激
変
す
る
社
会
の
中
で
多

様
化
す
る
価
値
観
等
に
よ
り
、
住
民
生

活
上
発
生
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
法
律

的
な
解
決
の
糸
口
を
見
出
す
た
め
に
弁

護
士
の
も
つ
専
門
的
な
見
識
に
よ
り
相

談
に
応
じ
る
も
の
で
す
。

相
談
内
容
は
、
相
続
や
離
婚
、
金
銭

貸
借
等
の
民
事
問
題
の
み
と
し
ま
す
。

そ
の
他
の
相
談
で
は
、
県
・
相
談
機
関

の
あ
る
場
合
（
福
祉
や
就
労
等
）
を
除

く
内
容
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

今
年
度
第
４
回
目
の
無
料
相
談
を
次

の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

相
談
日

２
月
23
日
（
木
）
午
後
１
時

30
分
か
ら
午
後
３
時
30
分

※
事
前
に
電
話
に
て
申
し
込
み
を
し
て

下
さ
い
。

場
所

玉
造
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
行
方
市

募
　
　
集

申
・
問

問

問

問問問

問

平
成
18
年
度
　
食
料
品

消
費
モ
ニ
タ
ー
募
集
の
お
知
ら
せ

業
務
内
容

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
、
研

修
会
へ
の
出
席
、意
見
・
要
望
等
の
報
告

任
期

平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で

応
募
資
格

20
歳
以
上
の
方
（
国
、
地

方
公
共
団
体
の
議
員
、
職
員
を
除
く
）

応
募
方
法

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、
電
話
番
号
、

応
募
動
機
を
記
載

申
込
期
限

２
月
28
日（
火)

そ
の
他

謝
金
あ
り

茨
城
農
政
事
務
所
消
費
生
活

課〒
３
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―
９
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水
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程
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徒
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の
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ら
せ

受
付
期
間

一
般
入
学

３
月
15
日（
水
）
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トピックス トピックス 
茨城県福祉大会で表彰 税金について学びました 

麻生カントリークラブが 

車いすを寄付 

北浦三育中でチャリティコンサート北浦三育中でチャリティコンサート 

茨城県福祉大会で表彰 税金について学びました 

麻生カントリークラブが 

車いすを寄付 

北浦三育中でチャリティコンサート 

昨年11月11日（金）、茨城県立県民文化セ

ンターにおいて、第55回茨城県社会福祉大

会が開催され、これまで多年にわたり社会福

祉の発展に功績のあった個人・団体に対して

表彰が行われました。

茨城県社会福祉協議会会長表彰

（民生委員・児童委員）

勢司　得雄さん（北浦地区）

（ボランティア団体）

手話サークル「みんなの手」・麻生舞踊会・

やすらぎカラオケ会・ハワイアンフラダン

ス・絵手紙同好会・四ツ葉会・ひだまり

市内の小学校で租税教室が開催されました。

租税教室では、税務署職員、税務課職員が講

師となって税金の仕組みや税金がどのように

使われているかなどを児童たちに説明しまし

た。

児童たちに感想を聞くと「税金の大切さが

分かった」と話してくれました。

麻生カントリークラブでは行方市誕生と開

業30周年を記念して、市内の特別養護老人

ホームなどに車いす４台を寄付しました。

北浦三育中学校でチャリティコンサートが

開催されました。

コンサートでは、吹奏楽、聖歌隊、ハンド

ベルなどの演奏が行われました。生徒たちも

コンサートは日頃の練習の成果を大勢の人た

ちに発表できると楽しみにしているそうです。

コンサートに来ていた方からは「ハンドベ

ルの音がすごくきれい」、「子どもたちが一生

懸命ですごくよかった」などの感想が聞かれ

ました。

功績のあった方々です



コーナー 図 図 書 書 館 館 
日 月 火 水 木 金 土 
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February  ２月の図書館カレンダー 

■は休館日 

施　設　名 開館時間 電話番号 

行方市立図書館 
（玉造乙1175） 

火・水・金～日曜日 
（午前９時～午後４時30分） 
木曜日（午前11時～午後7時） 

0299－55－1495

行方市北浦公民館図書室 
（山田2175） 

午前９時～午後５時 
休館日は月曜日・祝日 

0291－35－3777

行方市麻生公民館図書室 
（麻生1221） 

午前９時～午後５時 
休館日は祝日 

0299－72－1573

●一般書 

　図書館 

リクエストや予約もお待ちしています 

 

 

 

 

 

 

生協の白石さん（白石昌則） 

山内一豊と千代（小和田哲夫／監修） 

奥園寿子のスローごはん（奥園寿子） 

 

 

 

 

 

 

あらしのよるに（きむらゆういち） 

あめあがりの名探偵（杉山亮） 

ドラゴンラージャ（イ・ヨンド） 

●児童書 

　図書館 

New  A r r i v a lN ew  A r r i v a lN ew  A r r i v a l

※公民館図書室は異なる場合があります。 

映　画　会　2月11日（土）午後２時～ 

「ヘレンと共に、アニーサリバン」（20分）「ホシガリ姫の冒険」（20分） 

　３歳以上の幼児を対象に、毎月第２土曜日、午後２時から行方市立図書館において、映画の上

映会をします。申し込みはいりませんので、当日直接お越し下さい。 

おはなし会（3歳以上）２月25日（土）午後２時～　テーマ「ひなまつり」 

　毎月第４土曜日、午後２時から行方市立図書館において、毎回楽しいお話しや読み聞かせを用

意してお待ちしています。申し込みは不要です。当日、会場に直接お越し下さい。 

抱っこで読み聞かせ　２月８日（水）午前10時～ 

「ツトムくんのさんぱつ」「パパとおさんぽ」 

　０歳児から２歳児までの幼児を対象に、毎月行方市立図書館にて行います。 

ライブラリーシアター　２月12日（日）午前10時～・午後２時～　「ＨＡＺＡＮ」（60分） 

13 NAMEGATA FEB 1. 2006
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健康  健康  づくり づくり 

～かけがえのない命を守るためにあなたができるボランティア、献血～
・期　日 平成18年３月２日（木）

・場　所 行方市役所玉造庁舎（９：30～12：30）

なめがた地域総合病院（14：00～16：00）

【問合わせ先：玉造保健センター（0299－55－3240）】

・期　日 平成18年３月９日（木）

・場　所 行方市北浦公民館（９：30～15：30）

【問合わせ先：北浦保健センター（0291－34－6200）】

★特徴

乳幼児から成人まで幅広い年齢層に、胃腸炎を起こすウイルスです。ノロウ

イルスは主に牡蠣などの２枚貝の中に蓄積されているウイルスで、生牡蠣など

の消費が増える冬に多く発生します。

★感染経路

ウイルスが蓄積された貝を十分加熱しないで食べると感染します。ノロウイルスに感染した人のふ

ん便やおう吐物を処理した後、手指にウイルスがついていると、口から取り込まれて感染します。ま

た、ふん便やおう吐物が乾燥して舞い上がり、口から取り込まれて感染することもあります。

★感染したときの症状

ウイルスが体内に取り込まれてから発症するまでの時間は24～48時間です。

主な症状は、下痢・吐気・おう吐・腹痛・発熱などで、通常３日以内に回復し

ますが、ウイルスは感染後１週間程度ふん便中に排出されます。高齢者は、お

う吐物が誤って気管に入って誤嚥性肺炎を起こしたり、のどに詰まって窒息す

ることがあるので、注意が必要です。

★ 予防方法

ノロウイルスは、十分に加熱すれば滅菌することができます。加熱する際は食品の中央まで火が通

るように、中心温度85℃以上で１分以上加熱しましょう。また、塩素系漂白剤による殺菌も効果が

あります。汚染された水や調理器具を介してうつりますので、手洗いやうがい、調理器具の洗浄など

に日頃から気をつけることが大切です。

献 血 の お 知 ら せ  献 血 の お 知 ら せ  献 血 の お 知 ら せ  

ノロウイルスによる食中毒に気をつけましょうノロウイルスによる食中毒に気をつけましょう（冬場に多い食中毒）（冬場に多い食中毒） ノロウイルスによる食中毒に気をつけましょうノロウイルスによる食中毒に気をつけましょう（冬場に多い食中毒）（冬場に多い食中毒） ノロウイルスによる食中毒に気をつけましょう（冬場に多い食中毒） 
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子育て支援センター子育て支援センター  子育て支援センター

子育て支援センターは子供が心身ともに健やかに成長できるよう、地域全体で子供を

見守るシステムをコーディネートするところです。

『さまざまな問題行動への対応・相談パート２』

日　時 ２月５日（日）

午前10時から11時30分

午前９時30分から受付

場　所 行方市玉造公民館

講　師 井川三千子先生

11月に続いて２回目の講座になります。前回

は熱心な参加の皆さんの真剣な眼差しに出会うこ

とができ、とても充実した研修になりました。

今回もたくさんの意欲的な皆さんの参加をお待

ちしています。

『リズムで遊ぼう!!』

日　時 ２月16日（木）

午前10時から11時30分

午前９時30分から受付

場　所 行方市玉造公民館

親子で、そして参加した人達と触れあい、楽し

い時間を過ごしませんか…。『手遊び』『リズム遊

び』『一緒に歌おう』などプログラムを考えてい

ます。ぜひ、参加して下さい。

五感・表現部門

『作品展をしよう!!』

日　時 ２月９日（木）

午前10時から11時30分

午前９時30分から受付

場　所 行方市玉造公民館

講　師 山本早苗先生

講座参加時に制作をした絵画を展示します。

10日から12日まで展示をしておきますので、

ご家族で自由に公民館で鑑賞して下さい。

文化伝承・創作活動部門

『季節を食べよう』

日　時 ２月26日（日）

午前９時30分から12時30分

午前９時15分から受付

場　所 行方市玉造公民館

講　師 更生保護女性会のみなさん

代表　荒井節子さん

その他 親子で10組募集します。１組200円の集

金をさせていただきます。

前日25日は１時から講師の方々と一緒

に野草取りを計画しています。そちらも

是非参加して下さい。

♪子育て広場でたのしく遊びましょう♪

午前９時30分から11時30分

午後１時30分から３時30分

子育て休日教室

親子教室

子育て広場カレンダー（２月１日～２月27日）

ス・トミック講座

�������
�����������������

�������

�������

行方市玉造保健センター

２月

午前

午後

11日、13日、14日、20日、24日、27日

１日、２日、３日、13日、14日、17日、
20日、21日、22日、24日、27日

電話　0299－55－0130（直通） 
子育て支援センター 子育て支援センター 

子育て相談…水曜日は夜８時まで相談を 
(電話・窓口)受付ています 
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北浦体育館において42名の参加により開
催されました。

○男子ダブルス
優　勝　小沼（保）・小沼（安）組
準優勝　高柳・高野　組
第３位　小貫・大河　組

飯岡・中島　組
○女子ダブルス
優　勝　佐々木・山崎　組
準優勝　中島・小松崎　組
第３位　井川・中根（麻）組

吉田・森田（マ）組
○混合ダブルス
優　勝　中根・中根（弘） 組
準優勝　大和田・大和田　組
第３位　小沼（保）・吉田　組

遠田・佐々木　組

麻生運動広場(体育館)において12チームの
参加により開催されました。
○男　子 優　勝　ＩＮＡ（かすみがうら市）

準優勝　スクラッチ（潮来市）
○女　子 優　勝　エンジェルス（行方市）

準優勝　フェイズ（行方市）

麻生運動広場(体育館)において小・中学
生・社会人の参加により開催されました。
○小学生シングルス
優　勝　平輪　　眞（麻生小）
準優勝　土子　純平（小高小）
第３位　大輪菜摘（行方小）横山雄基（大和二小）
○中学生男子シングルス
優　勝　谷口　元洋（麻生一中）
準優勝　米川　達也（麻生一中）
第３位　平輪　　拳（麻生中）
○中学生女子シングルス
優　勝　内田　美幸（麻生中）
準優勝　宮内　　愛（麻生一中）
第３位　荒野　　遥（麻生一中）
○中学生男子ダブルス
優　勝　平輪・青木組（麻生中）
準優勝　谷口・米川組（麻生一中）
第３位　永作・永作組（麻生中）
○中学生女子ダブルス
優　勝　宮内・荒野組（麻生一中）
準優勝　内田・高栖組（麻生中）
第３位　川尻・畑木組（麻生中）
○一般男子シングルス
優　勝　鬼沢　　洋
準優勝　大槻　昭二
第３位　高柳　一郎

○一般女子シングルス
優　勝　高野　照代
準優勝　内山　美和
第３位　宮� 富江

○一般混合ダブルス
優　勝　大槻・高野組
準優勝　高柳・内山組
第３位　谷田川・宮�組

※小学生シングルス以外は、すべて３位決定戦を行

っています。

麻生バレーボール連盟大会結果 麻生バレーボール連盟大会結果 

↑優勝したエンジェルスの皆さん
↑小学生シングルス

第４１回 北浦地区バ北浦地区バトミントン大会結果大会結果 第４１回 北浦地区バトミントン大会結果 

第３３回 麻生地区親善卓球大会結果 第３３回 麻生地区親善卓球大会結果 
↑中学生シングルス

↑中学生ダブルス
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○期　　日 平成18年２月26日（日）
○場　　所 行方市玉造Ｂ＆Ｇ海洋センター

アリーナ
○参加資格 玉造地区居住者及び勤務者
○参 加 料 １チーム　３,０００円

（当日納入）
○申込締切 平成18年２月24日（金）
○そ の 他 ・組み合わせについては、大

会当日におこないます。
・申込用紙が事務局にあります
ので、お問い合わせ下さい。

○申込・お問い合わせ先
玉造総合運動場内　玉造体育協会事務局
ＴＥＬ　0299－55－3211
ＦＡＸ　0299－55－3212

北浦第１グラウンドにおいて各地区の代表
５チームの参加により開催されました。
○女子ソフトボールの部
参加チームなし

○トランポリンの部
参加者なし

○ゲートボールの部
優　勝　玉造　３勝１敗　※得失点差
準優勝　北浦　３勝１敗
第３位　神栖　２勝２敗

優勝の玉造チームは、10月に鳥取県で開
催される第19回全国スポーツレクリェーシ
ョン祭の茨城県代表として出場資格を得まし
た、今後も活躍が期待されます。

鉾田総合運動公園において25チームが参
加したこの大会は３日間にわたり開催されま
した。
○優　勝　玉造ジャイアンツ（行方市）
○準優勝　波崎ウィングス（神栖市）

行方市麻生運動広場テニスコートにおいて
開催されました。
○小学生の部
優　勝　茂木　志保・箕輪　絵美（小高小）
準優勝　後藤さやか・金田めぐみ（大和二小）
第３位　澁谷　悠希・大川　有美（小高小）
第３位　箕輪　久美・茂木　愛美（小高小）

○女子一部
優　勝　荒張　まり・山口　仁美（麻生一中）
準優勝　森　　麻美・池田みさき（麻生中）
第３位　伊藤　彩華・今井茉莉奈（麻生中）
第３位　金田　桃枝・片岡　愛希（麻生一中）
○女子二部
優　勝　澁谷　美咲・羽生　美和（麻生中）
準優勝　折笠　旭美・坂本　　舞（麻生一中）
第３位　槇田明日香・大盛　綾乃（麻生中）
第３位　根本沙奈枝・佐々木杏紗（麻生一中）
○一般の部
優　勝　神宮司　剛・堀田　好昭
準優勝　門井　　勇・池山　　蘭
第３位　椿　　和道・内山　里美

鹿行少年野球連盟杯結果鹿行少年野球連盟杯結果 鹿行少年野球連盟杯結果 第３４回 玉造地区玉造地区 
バスバスケットボール大会参加ル大会参加チーム募集募集 

第３４回 玉造地区 
バスケットボール大会参加チーム募集 

↑優勝した玉造ジャイアンツの選手の皆さん

←優勝した玉造
チームの皆さん

第３６回 行方市麻生地区行方市麻生地区 
親善親善ソフトテニス大会大会 
第３６回 行方市麻生地区 
親善ソフトテニス大会 

第１７回 全国スポーツレクリェーション祭 
鹿行地区予選会結果鹿行地区予選会結果 

第１７回 全国スポーツレクリェーション祭 
鹿行地区予選会結果 
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【
書
の
部
】

（
小
学
生
）

市
長
賞
　
永
作
美
保
里

教
育
長
賞
　
小
沼
航
太
・
浜
田
征
樹
・
羽
生
愛
理

平
山
史
織
・
平
塚
稚
菜
・
磯
山
眞
弓

館
長
賞
　
横
田
拓
也
・
高
野
若
奈
・
金
田
ほ
た
る

松
下
若
菜
・
阿
部
源
司
・
茂
木
志
歩

（
中
学
生
）

市
長
賞
　
荒
張
由
美

教
育
長
賞
　
辺
田
真
衣
子
・
坂
本
友
香
・
金
田
桃
枝

館
長
賞
　
羽
生
翼
・
奥
村
千
尋
・
宮
内
愛

【
絵
画
の
部
】

（
小
学
生
）

市
長
賞
　
米
川
真
由

教
育
長
賞
　
羽
生
海
都
・
坂
本
竜
一
朗

石
神
成
葉
・
太
田
真
澄
・
矢
幡
将
大

小
沼
勇
星

館
長
賞
　
小
沼
悠
華
・
羽
生
有
貴
子
・
折
笠
剛

菅
谷
か
お
り
・
金
田
め
ぐ
み

箕
輪
麻
衣
・
大
輪
圭
佑

（
中
学
生
）

市
長
賞
　
青
木
弘
美

教
育
長
賞
　
荒
張
友
佳

館
長
賞
　
荒
張
由
美

去
る
12
月
18
日
（
日
）
に
、
麻
生
公
民
館
大
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
未
来
展
は
、「
子
ど
も
た
ち
の
作
品
を
多
く
の

市
民
が
鑑
賞
し
、
作
品
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の
世

界
に
触
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
未
来
を
感
じ
と
る

こ
と
の
で
き
る
場
を
提
供
す
る
」「
作
品
を
作
成
す
る

子
ど
も
た
ち
が
感
性
豊
か
に
育
つ
よ
う
、
そ
の
手
伝

い
と
な
る
よ
う
な
作
品
展
と
す
る
」
を
目
的
と
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
に
は
、
市
内
（
旧
麻
生
町
）
の
小
学
生
２

３
２
点
、
中
学
生
６
２
点
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
受
賞

者
が
出
席
し
、
賞
状
及
び
副
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

楽しく
学ぼう♪楽しく
学ぼう♪

平
成
平
成
17
年
度
年
度
「
輝
く
未
来
展
」

輝
く
未
来
展
」入
賞
者
発
表
！

入
賞
者
発
表
！ 

平
成
平
成
17
年
度
年
度
「
輝
く
未
来
展
」

輝
く
未
来
展
」入
賞
者
発
表
！

入
賞
者
発
表
！ 

平
成
平
成
17
年
度
年
度
「
輝
く
未
来
展
」

輝
く
未
来
展
」入
賞
者
発
表
！

入
賞
者
発
表
！ 

平
成
17
年
度
「
輝
く
未
来
展
」入
賞
者
発
表
！ 

絵画の部受賞者

書の部受賞者
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【
作
文
の
部
】

（
小
学
生
）

市
長
賞
　
前
川
紗
也
加

教
育
長
賞
　
柳
町
祥
子
・
藤
ヶ
崎
美
樹

東
山
沙
織
里
・
大
輪
貴
正
・
荒
張
和
真

出
沼
慧
悟

館
長
賞
　
藤
枝
千
咲
・
久
保
田
瑠
璃
・
小
峰
剛

河
須
崎
譲
・
栗
又
さ
く
ら
・
土
子
大
道

（
中
学
生
）

市
長
賞
　
山
野
実
紅

教
育
長
賞
　
大
野
綾
香
・
才
木
由
香
・
額
賀
澪

館
長
賞
　
石
橋
千
愛
・
太
田
優
美
・
箕
輪
恵
輔

１
月
５
日
（
木
）、
北
浦
公
民
館
に
て
書
き
初
め
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
小
学
生
は
50
名
。

普
段
か
ら
お
習
字
教
室
に
通
っ
て
い
る
子
、
は
じ
め

て
筆
を
握
る
子
、
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
が
、
講
師

の
方
に
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
楽
し
そ
う
に
書
い
て

い
ま
し
た
。

こ
の
力
作
50
点
は
２
月
14
日
ま
で
北
浦
公
民
館
で

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ

さ
い
。 書

き
初
め
大
会

※文書入力はローマ字で行います。また、
幅広い年齢層の方が受講しますので全
体の流れに応じて講座を進行します。 

パソコンをいちから初めたい、そんな方のための講座です。 パソコンをいちから初めたい、そんな方のための講座です。 

1.内　容内　容 パソコンの基本操作パソコンの基本操作（文字入力、（文字入力、マウスの操作）マウスの操作）各ソフトの使用各ソフトの使用（エクセル、（エクセル、ワード）ワード） 
 インターネットの基礎　などインターネットの基礎　など 
2.日　時日　時 3月15日（水）（水）　16日（木）（木）　17日（金）（金）　19：00～21：00 
3.場　所場　所 玉造公民館　談話室玉造公民館　談話室 
4.参加費参加費 無料無料（テキスト代として（テキスト代として1,500円かかります）円かかります） 
5.対　象対　象 行方市内に在住行方市内に在住・通勤している通勤している20歳以上の方歳以上の方 
6.定　員定　員 20名（応募者多数の場合は抽選になります）（応募者多数の場合は抽選になります） 
7.申　込申　込 生涯学習課まで電話かハガキにてお申込下さい生涯学習課まで電話かハガキにてお申込下さい 
8.締　切締　切 2月24日（金）（金） 

1.内　容 パソコンの基本操作（文字入力、マウスの操作）各ソフトの使用（エクセル、ワード） 
 インターネットの基礎　など 
2.日　時 3月15日（水）　16日（木）　17日（金）　19：00～21：00 
3.場　所 玉造公民館　談話室 
4.参加費 無料（テキスト代として1,500円かかります） 
5.対　象 行方市内に在住・通勤している20歳以上の方 
6.定　員 20名（応募者多数の場合は抽選になります） 
7.申　込 生涯学習課まで電話かハガキにてお申込下さい 
8.締　切 2月24日（金） 

行方市教育委員会生涯学習課　　〒311-1704　行方市山田2175　�0291-35-2907

作文の部受賞者
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●趣味は？夢は？ 

●自分はどんな人？ 

●好きなタイプは？ 

●新市に期待すること！ 


